
                     やすらぎ通信 第 44 号 2012 年 8 月 1 日発行                        
 
 

   
 

 
  
 
 

頑
張
っ
て
い
る
ね 

   

お
釈
迦
様
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
と
き
弟
子
た
ち
に
教

え
を
残
し
た
。
『
遺
教
経
』
の
中
に
、
怠
り
な
く
続
け
な
さ

い
と
い
う
教
え
、
「
精
進
努
力
」
の
項
が
あ
り
ま
す
。
経
文

中
、
「
精
進
努
力
」
の
喩
え
に
、
明
快
な
一
節
「
小
水
よ
く

石
を
穿
つ
が
ご
と
し
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

雨
だ
れ
が
ポ
ツ
リ
、
ポ
ツ
リ
と
石
の
上
に
落
ち
続
け
る
と
、

知
ら
ぬ
間
に
固
い
石
に
も
穴
が
あ
く
…
…
。
小
さ
な
こ
と
で

も
怠
ら
ず
励
め
ば
、
ど
ん
な
汝
で
も
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
教
え
。
人
生
行
路
、
絶
え
ま
ぬ
努
力
が
実
を
結

び
ま
す
。
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。 

 

近
年
、
長
者
番
付
の
ト
ッ
プ
に
常
に
登
場
し
て
い
る
実
業

家
の
斉
藤
一
人
氏
。
彼
の
書
で
大
変
感
銘
を
受
け
た
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

励
ま
し
に
は
「
頑
張
っ
て
い
る
ね
」
の
言
葉
を
使
う
こ
と
。 

 

私
た
ち
は
「
頑
張
っ
て
ね
」
の
言
葉
を
使
い
ま
す
。
こ
の

言
葉
は
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
禁
句
。
最
善
を
尽
く
し
て
頑

張
っ
て
い
る
本
人
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
、
持
っ
て
い
る

実
力
を
出
し
切
れ
な
い
ま
ま
競
技
を
終
え
て
し
ま
う
こ
と

に
も
な
り
う
る
の
で
す
。 

 

 
 

押
し
付
け
で
は
な
く
、
今
を
肯
定
し
て
い
る
「
頑
張
っ
て

い
る
ね
」
は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ず
に
気
が
楽
に
な
り
、

「
よ
し
、
や
っ
て
や
ろ
う
」
と
い
う
向
上
心
が
芽
生
え
る
の

だ
そ
う
で
す
。 

 

時
に
応
じ
た
、
一
言
の
励
ま
し
に
よ
っ
て
、
相
手
の
心
に

響
き
、
大
き
な
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
日

ご
ろ
か
ら
、
真
心
か
ら
の
聡
明
な
励
ま
し
の
一
言
を
心
掛
け

た
い
も
の
で
す
。 
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ち
ょ
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と
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【
檀
信
徒
行
事
予
定
】 

 

八
月 

○
お
盆
棚
経 

 

13
～
14
日 

○
酒
か
す
地
蔵
菩
薩
大
祭 

19
日 

15
時 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

三
遊
亭
兼
好
独
演
会 

 
 

 
 

 
26
日
17
時
開
演 

 

九
月
御
法
要 

○
松
坂
家
法
事 

1
日 

 

○
丹
羽
家
法
事 

2
日 

 

○
近
藤
家
法
事 

2
日 

 

○
髙
橋
家
法
事 

8
日 

 

○
風
間
家
法
事 

9
日 

 

○
伊
藤
家
法
事 

9
日 

 

○
紅
林
家
法
事 

16
日 

 

○
柳
泉
家
法
事 

23
日 

 

○
伊
藤
家
法
事 

23
日 

 

○
丸
山
家
法
事 

29
日 

 

○
大
滝
家
法
事 

29
日 

 

○
中
村
家
法
事 

29
日 

 

○
鈴
木
家
法
事 

30
日 

 

 

十
月
御
法
要 

○
加
藤
家
法
事 

24
日 

 

○
岩
塚
家
法
事 

14
日 

○
加
藤
家
法
事 

24
日 

 

十
一
月
御
法
要 

○
植
田
家
法
事 

18
日 

 

○
高
木
家
法
事 

18
日 

 

○
高
原
家
法
事 

24
日 

 
 

 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

九
月 

○
宗
務
所
々
会 

 
 

6
日 

 

○
六
教
区
特
派
布
教 

10
日 

 

○
龍
津
寺
十
三
回
忌 

16
日 

 

○
大
泉
寺
施
食
会 

 

22
日 
 

○
三
明
寺
彼
岸
会 

 

22
日 

 

 

十
月 

○
本
山
研
修
会 

5
・
6
・
7
日 

○
特
派
梅
花
講
習
会 

 
 
 

 
 
 

○
楞
厳
院
大
般
若
会 

27
日 

 

 

十
一
月 

○
興
隆
寺
大
般
若
会 

 

5
日 

 

 

【
三
明
寺
文
化
倶
楽
部
行
事
予
定
】 

 

○
土
・
日
曜
日
坐
禅
会
 

6
時 

  
 
 

○
月
例
坐
禅
会 

8
日 

 

○
写
経
会 

27
日 

 

○
御
詠
歌(

寺
族) 
23
日 

 

 

【
お
知
ら
せ
】 

 

□
施
食
会
日
程
の
変
更
と
万
灯
供
養 

山
門
施
食
会
を
七
月
よ
り
八
月
の
地
蔵
盆
に
変
更
し
ま

し
た
。
香
貫
に
お
寺
が
あ
っ
た
頃
、
近
隣
は
七
月
盆
で
し

た
が
、
門
池
は
八
月
盆
の
た
め
元
に
戻
し
ま
し
た
。 

お
地
蔵
様
は
六
道
（
地
獄･

餓
鬼･

畜
生･

修
羅･

人
間･

天

上
）
を
お
救
い
く
だ
さ
る
仏
様
で
す
。
平
和
を
祈
る
八
月
、

ご
先
祖
様
の
供
養
と
共
に
万
灯
を
お
供
え
致
し
ま
し
ょ

う
。 

  

□
ペ
ッ
ト
の
時
代 

ペ
ッ
ト
供
養
、
告
別
、
荼
毘
火
葬
、
供
養
塔
へ
の
納
骨
の

一
連
の
流
れ
の
中
で
、
ペ
ッ
ト
に
癒
し
と
や
す
ら
ぎ
を
求

め
る
人
が
多
い
こ
と
が
こ
こ
数
年
で
特
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
ペ
ッ
ト
供
養
は
今
後
な
お
一
層
多
く
な
る
と
考
え
ら

れ
少
な
く
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 □
永
代
供
養
の
時
代 

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
り
、
墓
地
を
も
と
め
て
も
子
供

が
い
な
い
、
お
墓
が
管
理
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
が
現
実

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
更
に
拍
車
を
か
け
る
で
し

ょ
う
。
一
時
的
に
墓
地
を
求
め
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
将
来

的
に
永
代
供
養
に
納
ま
る
時
代
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

 □
写
経
会
、
御
茶
の
会
の
各
教
室
を
始
め
ま
し
た 

写
経
会
は
月
一
回
開
催 

最
終
の
月
曜
日
予
定
で
す 

先
生
は
山
本
先
生 

参
加
料
は
千
円
で
す 

 

お
茶
会
は
月
に
一
回
で
す 

場
所
ば
三
明
寺
別
館
で
す 

 【
後 

記
】 

今
年
の
夏
は
い
つ
も
の
夏
よ
り
暑
く
か
ん
じ
る
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
。
地
球
温
暖
化
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
と
も
私
の
年
令
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
（
Ｏ
・
Ｓ
） 
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大祭の万灯会 


